
みつばちをまもること

 畑とごはんをまもること

グリーンピースは政府や企業から資金援助を受けず、個人の方々のご寄付
によって活動しています。市民の皆さまのご支援によって、中立的な調査
活動などを継続して行うことができます。ご寄付はウェブからも受けつけ
ております。　 www.greenpeace.org/japan/donate
　

子どもの健康からミツバチまで・・・生物多様性を脅かし、わたしたちの知らない
うちに身近で大量に使用されているネオニコチノイド系農薬。
グリーンピースは農薬に依存しない有機農業こそが、環境も、人間を含む生き物も
脅かさない、これからの時代にふさわしい農業だと考えます。
お買い物で、消費者であるわたしたちが環境に配慮した食べ物や生活用品を進んで
選ぶことは、それらを生産している人々の力強いサポートになります。
農薬を使わないように努めている生産者と消費者がつながって、農薬がなくても作
る側も買う側も困らないことをいっしょに証明しながら、農薬のない生活が主流と
なっていくように。わたしたちの、まいにちの選択が決め手となります。

www.beejp.org

※１）国連環境計画（UNEP）アヒム・シュタイナー事務局長による報告（2011年）/ UNEP 報告書   www.unep.org/Documents.Multilingual/Default.asp?
         DocumentID=664&ArticleID=6923&l=en　　 ※２）蜂群崩壊症候群（CCD）　 
※３）2014年４月発表 グリーンピースのレポート「消えるハチ」日本語版　www.greenpeace.org/japan/Global/japan/pdf/201404_BeesInDecline.pdf
※４）Jacobson, Rowan “Fruitless Fall: The Collapse of the Honey Bee and the Coming Agricultural Crisis” 2009

農「薬」と呼ばれるものの中に「くすり」はひとつもありません。
すべて生き物を殺すための化学物質です。
殺菌、殺虫、殺草をして畑に作物の種をまけば、作物だけがすべての栄養を
吸ってぐんぐん育つはず・・・それが近代農業の発想です。人間の腹さえ膨
らめばそれで良いと言っているようで、私はちょっと寒気がします。
ネオニコチノイド系農薬はさらに、近くにいる益虫のミツバチまでも大量に
殺す疑いがありますが、近代農業の発想からすれば何の問題もないのでしょ
う。人間への健康被害も言われていますが、それも無視され続けています。
私が携わる有機農業は、害も益もなく全ての生き物のいのちを大切にしよう
というものです。私たち人間の取り分は、不思議なことに物心両面で限りな
く豊富に与えられます。それも、年を経るごとにより豊富になっていきます。
それが有機農業の魅力であり、私の生き甲斐でもあります。

世界中で起こっている
　　　　　　　ミツバチの異変

2007年春までに
　北半球の４分の１の
ミツバチが消えてしまった

“

”

※３

<< ミツバチが大量に消えてしまった国
 フランス・ベルギー・イタリア・ドイツ・
 スイス・スペイン・ギリシャ・オランダ・
 スロベニア・イギリス・中国・アメリカ・
 カナダ・ブラジル・インド・台湾・
 ウルグアイ・オーストラリア、日本

日本国内の各地でも、ミツバチの大量死や、
ミツバチの巣の異変が見られています。

さまざまな原因が複合的に影響を与えていると
言われていますが、その中でも最も直接的な
原因とされているのが、ネオニコチノイド系
農薬です。

※４

生産者さんの声

熊本県大津町　のむら自然農園
野村さんご夫妻

※３

ミツバチは農業の大事なパートナー

わたしたちが毎日食べている野菜や果物を育てるために
ミツバチがとても大きな役割を果たしていることを
知っていますか？
ミツバチは花の蜜を集めるだけではなく、
野菜や果物を栽培する畑で果実を実らせるための授粉も
行っています。

もしもミツバチがいなくなってしまったら・・・
多くの野菜や果物がわたしたちの食卓から消えてしまう
可能性も。

実際に、この農業に不可欠な存在のミツバチたちが
２００５年～２００６年頃から世界中で大量にいなくなる
という現象が起こり始めています。

世界の食糧の９割をまかなう
 100種類の作物のうち
     その70種以上は
ハチが受粉を媒介している

“

”
※１

※２
わたしたちが食べている食糧の 1/3 が、ハチなどの
生物の受粉によってつくられていると言われている

国連環境計画（UNEP）アヒム・シュタイナー事務局長

ハチがいると・・・

ハチがいないと・・・
りんご、アーモンド、カカオ、
カリフラワー、アスパラガス、
ブロッコリー、芽キャベツ、
キャベツ、にんじん、セロリ、
ナス、にんにく、マカダミア、
ライチ、マンゴー、たまねぎ、
スイカ、いちご、トマト、梨
桃、梅、ポンカン、かぼちゃ、
梅、さくらんぼ、ナツメグ、
ブラックベリー、ラズベリー
など

ミツバチの受粉によって
実がなる野菜や果物
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